
＜９月景況感・ニーズ調査＞
・前年同期と比べた場合では、調査項目全てで改善傾向となりましたが、まだ低水準のため景気回復までは時間がかかるものと
思われます。
・６ヶ月先の見通しは、従業員の過剰感以外は、大幅な改善を見込む予想となっていますが、従業員は過剰感があり、今後の雇
用拡大が見込めない状況となっています。特に来春の採用予定では６月７５人が今回４４名に減少しており、新卒者に厳しい状
況が現われました。
・行政への要望については、発注関係、雇用安定、住宅支援関係、減税、金融支援などが多く要望されています。
・本部の取組みについては、肯定的なものが３４件、否定的なものが８件という結果となりました。
＜景況感分析＞
・ＤＩ値を使った業種ごとの分析では、全体的に改善傾向にあり、回復を見込む結果となっていますが、雇用については、ほぼ
飽和状態になっており、悪化する傾向が現われました。また、一般消費の落込みにより、卸・小売業とサービス業に資金繰りの
悪化傾向が出ており、今後注意が必要と思われます。さらに「不明」との回答の割合が増加しており、不透明感が拡大していま
す。
・過去の調査との分析では、従業員の過剰感や資金繰りは急激な改善傾向を示していますが、受注売上高と採算性は緩やかな放
物線を描きながら回復すると思われます。ただし、従業員の過剰感は悪化に転じる見込みとなったため、今後注視していく必要
があると思われます。

◎ＤＩ値とは
　日本銀行で発表している「主要(全国)企業短期経済観測調査」いわゆる「日銀短観」で使われている経済指数をディ
フュージョン・インデックス(Diffusion Index)略して「ＤＩ値」といいます。
　「ＤＩ値」は、単純に３つの選択肢、たとえば「良い」、「変わらない」、「悪い」を用意し、回答から％を求め
「良い」の％から「悪い」の％を引いた指数（％ポイント）が０を境に０以上になれば景気回復、０以下になれば景気
後退を示す方法です。

＜９月の景況感・ニーズ調査の結果の抜粋と調査結果を受けてＤＩ値等による景況感分析＞

平成21年10月14日

なかつがわ全市緊急経済対策本部

９月景況感・ニーズ調査結果と景況感分析



　　市内事業所の実態と動向を把握し、現在の経済危機が市内の事業 【景況感調査】

　所にどのような影響を及ぼしているか、さらに今後の状況はどのよ  １）受注(売上高)について ①前年同期と比べて ②前月と比べて

　うになると予想されているのかを調査し、併せて行政への要望と現 ③６ヶ月先の見通し ④１ヶ月先の見通し

　在までの取組みに対する意見等を調査し、今後の緊急経済対策の分  ２）採算性について ①前年同期と比べて

　析資料とするとともに取組みに対する検証の資料とすることを目的 ②６ヶ月先の見通し

　とする。  ３）従業員について ①前年同期と比べて ②前月と比べて

③６ヶ月先の見通し ④１ヶ月先の見通し

⑤平成２２年春の採用予定

 ４）資金繰りについて ①前年同期と比べて

　　市内の事業所のうちから、中津川商工会議所及び中津川北商工会 ②６ヶ月先の見通し

　おいて抽出された、３８９事業所を対象とした。 【ニーズ調査】

 ５）行政に望むもの

抽出数 中津川商工会議所 ２８９ 事業所  ６）なかつがわ全市緊急経済対策本部の取組みについて

中津川北商工会 １００ 事業所

３８９ 事業所

　１５０件（１０月５日回答分を含む）

《《《《業種別業種別業種別業種別》》》》 　《　《　《　《地区別地区別地区別地区別》》》》

　 アンケート方式 　農林業 ０件 　　中津川 １１７件

（調査用紙を郵送又はＦＡＸ送信して、ＦＡＸで回答） 　建設業 ３８件 　　坂下・川上・山口 ５件

　製造業 ４８件 　　加子母･付知･福岡･蛭川 ２８件

　運輸業 ３件 １５０件

　卸・小売業 ２８件

　 ９月１５日～９月３０日 　サービス業 ３３件

１５０件
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２２２２　　　　調査対象調査対象調査対象調査対象

計 ６６６６　　　　回答数回答数回答数回答数

５５５５　　　　調査項目調査項目調査項目調査項目

◎　調査の概要

１１１１　　　　調査調査調査調査のののの目的目的目的目的

計

計

３３３３　　　　調査方法調査方法調査方法調査方法

４４４４　　　　調査期間調査期間調査期間調査期間

９月景況感・ニーズ調査結果



【景況感調査】

　　①前年同期と比べて 　　①前年同期と比べて 　　①前年同期と比べて 　　①前年同期と比べて

　　②６ヶ月先の見通し 　　②６ヶ月先の見通し 　　②６ヶ月先の見通し 　　②６ヶ月先の見通し
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１）受注（売上高）について ２）採算(収益)性について ３）従業員について ４）資金繰りについて
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９月景況感調査結果



【ニーズ調査】

　　・地元企業に優先的に工事や事業を発注してほしい。 9 件
　　・その他工事や事業の発注に関係するもの。 4 件
　　・雇用の安定や助成金に関するもの。 9 件
　　・その他雇用に関するもの。 3 件
　　・住宅の新築支援などに関するもの。 8 件
　　・各種税制での優遇や減免をしてほしい。 5 件
　　・金融支援の条件緩和や対策の継続をしてほしい。 5 件
　　・商店街の活性化に関するもの。 4 件
　　・その他緊急経済対策としての支援や助成に関するもの。 14 件
　　・市政全般に関するもの 10 件
　　・緊急経済対策に対して「要望なし」という意見 8 件

計 79 件

　　〔肯定的な意見〕
　　・対策の継続や推進を期待する。 14 件
　　・良い事だと思う。 6 件
　　・対策を評価する。 5 件
　　・その他「金融支援はありがたい。」や「商品券は効果があった。」など 9 件

計 34 件
　　〔否定的な意見〕
　　・効果がわからない。 2 件
　　・特に意見なし。 2 件
　　・その他「利用できるものがない。」や「何も見えてこない。」など 4 件

計 8 件
　　〔要望的な意見〕
　　・金融支援に関するもの。 6 件
　　・工事や事業の発注に関係するもの。 4 件
　　・地産地消の推進に関するもの。 3 件
　　・雇用対策に関するもの。 2 件
　　・商店街の活性化対策に関するもの。 2 件
　　・その他公共事業の追加や設備投資への支援などに関するもの。 8 件

計 25 件
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なかつがわ全市緊急経済対策本部の取組みについて

行政へ望むもの
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３）従業員について ４）資金繰りについて

１）受注（売上高）について ２）採算（収益）性について

全体に対する業種ごとのＤＩ値による分析　～～～～前年同期前年同期前年同期前年同期とととと比比比比べてべてべてべて～～～～

全体

-100

-80

-60

-40

-20

６月 ９月

％ﾎﾟｲﾝﾄ

全体

建設業

製造業

運輸業

卸・小売業

サービス業

受受受受
注注注注
減減減減
少少少少

◎改善傾向ではあるが、回復を示す０％㌽までは、ほ
　ど遠くもう少し時間がかかるものと思われる。
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◎全ての業種で改善傾向にあるが、受注高と同様に回
　復までは今しばらく時間がかかるものと思われる。 採採採採
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◎全体的には、過剰感が薄れつつあるが、製造業の
　回復の遅れが気にかかる。 従従従従
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◎回復傾向にはあるが、一般消費が伸びないため、
　卸・小売業、サービス業が厳しき局面にある。 資資資資
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３）従業員について ４）資金繰りについて

１）受注（売上高）について ２）採算（収益）性について

全体に対する業種ごとのＤＩ値による分析　～～～～６６６６ヶヶヶヶ月先月先月先月先のののの見通見通見通見通しししし～～～～
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◎全ての業種で改善を見込んでおり、特に製造業は
　回復を見込んでいる。
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◎全ての業種で改善を見込んでおり、受注高と同様
　製造業では、ほぼ回復を見込んでいる。
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◎全体的に横ばいの悪化傾向にあり、雇用情勢は
　今後ともかなり厳しい予想となっている。
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◎製造業が回復を見込む反面、消費の低迷を予想し、
　卸・小売業、サービス業が悪化を見込んでいる。
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４）資金繰りについて

１）受注（売上高）について

３）従業員について

２）採算（収益）性について

全体平均に対する業種ごとの割合による分析　～～～～６６６６ヶヶヶヶ月先月先月先月先のののの不透明感不透明感不透明感不透明感～～～～
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　結果となりました。 不不不不
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≪使用資料≫
　　会員実態・業況調査（H20.9～12） 中津川北商工会 1,172社 ⇒ H20.12
　　緊急経済ｱﾝｹｰﾄ調査（H21.2～3） 中津川商工会議所 100社 ⇒ H21.3
　　景況感・ニーズ調査（H21.6） 本部 159社 ⇒ H21.6
　　景況感・ニーズ調査（H21.9） 本部 150社 ⇒ H21.9
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設問設問設問設問　　　　①①①①前年同期前年同期前年同期前年同期とととと比比比比べてべてべてべて 設問設問設問設問　　　　②６②６②６②６ヶヶヶヶ月先月先月先月先のののの見通見通見通見通しししし

　◎１２月・３月・６月の調査と比較して分析
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景況感調査のＤＩ値による分析（９月）
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◎ 従業員の過剰感や資金繰りは急激な改善傾向を示しています
　が、受注売上高と採算性は緩やかな放物線を描きながら回復
　すると思われるため、今しばらく時間がかかるものと思われ
　ます。

◎ 従業員の過剰感以外は、大幅な改善を見込む予想となっていま
　すが、従業員には過剰感があり、今後の雇用拡大が見込めない
　状況となっています。


